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イノベーション推進の取組(中期経営計画「Restart Narita」) 引用
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成田空港におけるイノベーション取り組み全体像

➢様々な企業・大学等との連携や新技術の活用により脱炭素化の更なる取組推進



➢ 株式会社eliconが運営する日本最大級のオープンイノベーションプラットフォーム
AUBA（アウバ）の活用

➢ ４つのテーマにより募集を行い、共創パートナーとして国内企業と連携
①従業員の生産性向上 ②旅客への新たな価値提供
③空港外に保有するフィールドの利活用 ④サステナブルの空港の実現
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イノベーション推進の具体的取り組み①

海外の事業者も含めてオープンイノベーションの取組を推進



➢ アジア空港として初めて、Airports for Innovation（A4I）加入
➢ 10空港事業者共同で4つのテーマについてスタートアップからの提案を募集
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イノベーション推進の具体的取り組み②

➢ 海外の事業者も含めてオープンイノベーションの取組を推進

1. Seamless travel experience: デジタル技術や最新サービスを活用し、旅マエから旅アトまで旅
行全体をスムーズで効率的な顧客中心の体験とする革新的なアイデアを募集します。

2. Sustainable Aviation: より持続可能かつ、環境への影響を低減するためのソリューションを募集
します。このテーマを通じて、ネットゼロ航空の実現を目指します。

3. Smart Luggage Revolution:単なる技術的な進歩にとどまらず、旅行者の利便性、セキュリティ、
そしてサステナビリティ向上を実現する手荷物ソリューションを開発するために、旅行体験における手荷物
のあり方を再定義し、イノベーションを起こすアイデアを募集します。

4. AI-Powered Airport: 運営効率、旅客体験、および総合的な航空マネジメント向上のためのAI
の活用方法の創出を目指します。



エネルギー供給会社設立による脱炭素化の取り組み推進

➢ エネルギー供給に関する新会社を東京ガスと設立
（2023年4月1日事業開始）
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【出典】株式会社GreenEnergyFrontier ホームページ



エネルギー供給会社による将来的な展開
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✓将来的にCCUS等の技術活用を見込んでいる。

【出典】株式会社GreenEnergyFrontier ホームページ



スタートアップとの連携による超急速EV充電設置
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【出典】株式会社パワーエックス提供



➢蓄電池を中心とした製品とサービスで次世代のエネルギーカンパニーを目指す
 スタートアップと連携

蓄電池活用による将来的な展開
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蓄電池利用による電力利用の効率化
EV充電インフラによる
車両の低公害化
【出典】株式会社パワーエックス提供



空港設備へのバックアップ電源として水素燃料電池の導入

➢車両利用だけでなく燃料電池導入による空港施設へ活用拡大
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【出典】株式会社ブラザーエンタープライズお知らせ（2023.10.19）
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水素燃料電池活用による将来的な展開

➢定期点検時の停電作業や悪天等による停電時に水素燃料電池から電気供給を
 継続することにより運用継続が可能となる。

➢ 将来的なスタンドアローンとしての電源活用も見込まれ、電源側配線工事の効率化
へ期待が可能となる。

【出典】株式会社ブラザーエンタープライズお知らせ（2023.10.19）
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